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1. はじめに 

近年，スマートフォンやタブレット PC が普及

し，それらの携帯端末で動作するソフトウェア

プラットフォームとして Android OS が注目され

ている．Android OS の世界市場における 2014 年

第 3 四半期のシェアは 84.4％に達しており[1]，

Android OS は非常に重要なプラットフォームと

なっている．また，スマートフォンの最大の課

題は「バッテリの持続時間である」との報告が

あり[2]，Android OS における消費電力の低減は

非常に重要な課題であると考えられる． 

Android OS は PC 用 OS である Linux を元に作

成されており，Linux OS に類似した動作をする．

すなわち，Android OS はマルチタスク OS であり

常に複数のプロセスが常駐，動作している．ま

た，指定時刻やイベント発生時にアプリケーシ

ョンを起動させる仕組みが用意されており，多

くのアプリケーションにおいてユーザが直接操

作を行わなくても動作する機能が備わっている．

これらのユーザの直接的操作を伴わないアプリ

ケーションの起動により端末のバッテリが消費

されるが，ユーザが直接操作をしていない状態

における端末やアプリケーションの動作の把握

はユーザには困難であると予想できる． 

2. WakeLock 

Android OS には端末が Sleep していない状態

を保持するために使用される WakeLock という仕

組みが用意されている．これは，センサで情報

を取得し続ける，画面を点灯し続けるなどの目

的で使用される． 

WakeLock が行われずにディスプレイが消えた

状態になると，Android 端末は Sleep 状態に入

りバッテリの消費を抑える．Sleep 状態では，バ

ッテリの主な消費原因である CPU 稼働，ディス

プレイ点灯，通信が抑制される．WakeLockと  

 

 
図 1 WakeLock と Sleep の関係 

 

 
図 2 WakeLock とバッテリ消費量の関係 

 

Sleep 状態の関係を図 1 に示す． 図は端末内で

WakeLock を行うアプリケーション A および B が

実行されている状態を示しており，横軸は時刻

となっている．アプリケーションはそれぞれ独

自のタイミングで WakeLock の取得と開放を行う

ことができ，取得には aquired()を，開放には

released()を使用する．すべてのアプリケーシ

ョンが WakeLock を開放すると端末は Sleep 状態

に移行することが可能となる． 

3. WakeLock による電力消費 

本章にて WakeLock による電力消費について考

察する． 

3.1. 測定方法 

Android OS を改変し，無操作状態の Android

端末のバッテリ残量の推移と，アプリケーショ

ンが WakeLock の Release を行った時刻と，

Release を行ったアプリケーションを取得した．
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使用したアプリケーション数は 80 で，計測は 24

時間(1440 分間)行った．ただし，実験開始後 30

分はディスプレイが点灯する設定とした． 

実験に用いたアプリケーションは 2014 年 5 月

19 日の Google Play Store 無料アプリケーショ

ンランキング[3]の上位 80 件のアプリケーショ

ンである．  

3.2. 計測結果 

図 2 に測定結果を示す．“80app”はすべての

アプリケーションを端末に導入した場合を示し，

“noapp”は端末にアプリケーションを追加でイ

ンストールしていない状況（ Android Open 

Source Project[4]にて配布されている OS に添

付されているアプリケーションのみインストー

ルされている状況）を示す．図の“間隔平均”

は WakeLock の Release が行われた間隔の平均で

ある．間隔が短いほど頻繁に WakeLock が行われ

ており，端末の Sleep が妨げられていることを

意 味 す る ． 図 内 の バ ッ テ リ 消 費 量 は
/sys/class/power_supply/battery/capa

city より得られるバッテリ残量の減少量である．

両実験ともバッテリ残量が 100%の状態から実験

を開始している． 

測定結果より，アプリケーションを 80 個イン

ストールし WakeLock の Release が行われる間隔

が短い環境ではバッテリが 14%消費されたのに対

し，アプリケーションをインストールせず

WakeLock の Release が行われる間隔が長い環境

ではバッテリが減少していないことがわかる．

これより，WakeLock 回数と電力消費には相関が

あると予想することができる． 

3.3. WakeLock を行うアプリケーション削除時

の電力 

本節にて，WakeLock を行うアプリケーション

のアンインストールによる消費電力削減効果に

ついて考察する． 

すべてのアプリケーションを入れた“80app”，

WakeLock を行わないアプリケーションから無作

為 に 6 つ 選 び ア ン イ ン ス ト ー ル し た

“without_nowake6”，WakeLock を行う 6 件のア

プリケーションを端末からアンインストールし

た“without_top6”，追加でインストールした

アプリケーションが 0 個の標準状態(Android 

Open Source Project にて配布されている OS に

添付のアプリケーションのみがインストールさ

れている状態)である“noapp”の消費電力比較

を行った．計測は 24 時間無操作でバッテリ消費

量と WakeLock を Release した時刻の調査を行っ

た．結果を図 3 に示す．図中の間隔平均は，

WakeLockの Releaseを行った時刻とその次の 

図 3 Release 回数が多いアプリケーション削除時の

電力 

 

WakeLock の Release を行った時刻の差の平均を

示している．図より，WakeLock を行わないアプ

リケーションをアンインストールしても無操作

時の消費電力の低減にはほとんど効果が無いが，

WakeLock を行うアプリケーションのアンインス

トールは無操作時の消費電力の低減に大きな効

果があることがわかる．すなわち，WakeLock の

Release の観察により，無操作時の消費電力が多

いアプリケーションの特定に成功できたと考え

ることができる． 

 

4.  おわりに 

本稿では，無操作状態の Android 端末におけ

る消費電力に着目し， WakeLock の実行回数に基

づく無操作時電力消費の原因となるアプリケー

ションの特定手法についての考察を行った．ま

た，本手法により特定したアプリケーションを

削除したところ消費電力の低減が確認され，本

手法に有効性があることが確認された． 

今後は，異なるアプリケーションを用いての

評価を行っていく予定である． 
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